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ⅠⅠⅠⅠ....問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

植田ら(2010)は，報道で用いられている映像は，事実の一部のみを大きく取り上げたり，

現場の惨状や凶器を繰り返し映し出したりしていると指摘し，こういった映像は暴力と関

連しているが，暴力そのものではない為，暴力映像の定義には含まれないが，暴力にまつ

わる事柄を何らかの意図を持って伝える映像であり，暴力を生々しく連想させうる情報で

あると考えた。そして，こうした報道で用いられている映像を「意図的に操作された映像」

（植田ら, 2010）として研究を行った結果，意図的に操作された映像視聴前後で攻撃性に

変化は見られなかったが，犯人の意図を視聴者が汲み取ってしまう目標感染(Aarts,H.et 

al.,2004)，元々攻撃性の高い者は意図的に操作された映像を視聴する傾向があることを示

唆した。しかし，この調査結果は，事件が発生した 3 日後のものであるため，実際に報道

を見て得られた結果とは言い切れないという要因統制にかかわる限界があった。 

 そこで，本研究は自己愛傾向の高さと攻撃性の高さが関連しているという研究(福島，

2007；湯川 2003b)から，個人特性としての自己愛傾向に注目し，自己愛傾向が高まる青

年期を対象に，意図的に操作された映像が個人の是認思考および行動表出様式にどのよう

な影響を与えるかを検討した。なお、本研究では「意図的に操作された映像」を「一方的

な意見を採り上げた事件報道」とする。一方的な意見を採り上げた事件報道とは，植田ら

(2010)の「意図的に操作された映像」と同じ定義であるが，意図されたものなのかが不明

なため｢一方的な意見を採り上げた事件報道｣とした。 

ⅡⅡⅡⅡ....方法方法方法方法    

 まず実験に使用する刺激映像を複数名(男性 5 名，女性５名)に評価してもらい，選定し

た。それを基に①犯罪に対する是認思考 ，②犯人と類似した行動表出様式を測定する質

問紙を作成した。時点 1 では①と②の尺度の妥当性と信頼性を検討する為，また実験の前

データを採取する為，①と②の尺度に加え，小塩(1998a)が作成した自己愛人格目録短縮

版(以下 NPI-S)を用いて質問紙調査を 2010 年 6 月 12 日～2010 年 6 月 22 日に都内 A 大

学で実施した。結果，最尤法斜交プロマックス解によって①犯罪に対する是認思考(10 項

目) ，②犯人と類似した行動表出様式(6 項目) の 2 因子を抽出した。また，α＝.813 と高

い信頼性が得られた。時点 2 では刺激映像を視聴する実験後に再度①と②の質問紙に答え

てもらった。本研究では，この時点 1，2 のマッチングデータ(男性 5 名，女性 15 名，年

齢平均 20.5，SD1.05)を用いた。 

ⅢⅢⅢⅢ....結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

 NPI-S の下位尺度である｢自己主張性｣低群では刺激映像を視聴すると｢是認思考｣得点

が下がるが，｢自己主張性｣高群では視聴前後の｢是認思考｣得点にあまり変化は見られなか

った(ｔ(19)=3.04,p<.01)。また，NPI-S の下位尺度である｢優越感・有能感｣低群では刺激

映像を視聴すると大きく｢行動表出様式｣得点が下がり，｢優越感・有能感｣高群では刺激映

像を視聴すると｢行動表出様式｣得点がやや下がるといった結果(F(1,18)=18.06,p<.05)に

なった。以上の結果から，刺激映像を視聴すると是認思考や行動表出様式が抑制されると

考えられる。しかし，この抑制が見られたのは，｢自己主張性｣と｢優越感・有能感｣が低か

った者だけであった。｢自己主張性｣は他者の評価を気にしないといった言葉で表せる(小

塩，1997b)因子，｢優越感・有能感｣はいわば強い自己肯定感(小塩，2002)を表す因子とさ

れている。すなわち，他者の評価を気にする者，自己肯定感が低い者は，一方的な意見を

採り上げた事件報道のコメントによって社会的に望ましい方向へ促進された可能性が考
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えられる。 

 自己愛の側面から考えても｢不安定な時期｣と言われる青年期に対しては，コメントも含

めた一方的な意見を採り上げた事件報道が及ぼす影響は大きく，社会的に望ましくない方

向へと促進される可能性もあることが示唆された。 
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